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戰
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際
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せ
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る
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に
隨
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、黑
，海
又
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中
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叹
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た
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憤
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國
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茆
同
年
十

1

月
二

•十
二
日

(

露
曆

十
！！！ )

を
期
し
て
、自
國
港
內
の
土
國
商
船
に
出

®
 

の
完
全
な
る

'自
®

を
興
へ

.た
ぅ
。露
土
の
例
に

.傚
ひ
て
怫
國
も
亦

「

戰
爭
の
必
耍
ヾ
し
商
業
の
利

益 

S

を
調
和
す
る
の
目
的
に
依

&
j

(
こ
翌
年
三
月
二
十
七
日
附
の

.
'
.
布
吿
に
於
て

「

露
國
商
船
の
佛
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に
、本
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し
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潘
を
出
帆
し
：た

.る
露
國
商
船

は
、五

月
九

.日
ま
で
は
、佛
國
港

.に

.
入
6
、且
つ
，
 

波
貨
物

'
の
始
末
の
爲
め
に
、桃
國
港
內

：

に
留
ま
る
こ
ど
を
得
べ
し

^

規
定
し
、英
國
亦

H -
月
ニ 

4
-

 

九
日
附
を
以
て
、闾
樣
の
布
吿
を
發
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、其
後
英
佛
兩
國
は

^

月
十
五
日
以
前 

に
英
怫
®
に
间
け
出
帆
し
た
る
露
國
船
舶
に
對
し
适
に
一
層
鸾
大
な
る
處
置
を
爲
し
た
る
に 

應
.じI

て
、露
國
は
英
佛
船
舶

.に
許
す
に
、其

.貨
物
を

.搭
載
し
、黑
海
、ア
ゾ
フ
海
、並
に
パ
ル
チ
ッ
ク
海 

:

の
露
國
港
を

I

す
る

S

 

2

1十
晉
以
後

3

間
の
翼
及
び
白

f

て
は
航
海
期
の 

開
始

.ょ
6

六
週
附
の
猶

1-
を

以

て

、

し

.

.
た

り

0

_ 

:

:

、

へ(

訪
.
-一
.

)
■ 

5
.OJ
3
J
1
3

-ie-but、d
e
.

.boncilier'.ls 

ぽ
t

«̂)
>
t
s
.
、d
u
-
:
c
o
m

日
e
,>
-
l
c
e
. 

a
v
B

 1

这
■'

n
€c 

袋it 
贫 de.la g

u
e
r
r
e

,-..

土
耳

.其

に

依

て

'
‘

一

耳

こ

.：の

慣

例

を

開.か
れ

'で
1;
'
レ

、爾

.後
0

戰
：爭
に
於

 

'では

*殆
ど
之

.を

.蹈
辑 

せ
ざ
る
も
の

な
ぐ
\

リ

三

ャ
戰
爭
に
次
ぐ
广
八
六
六
年
の

’普
澳
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猶
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八
七
七
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土
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間
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附
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鵪
領
布
吿
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衆
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潘
內
に
在
る

®

國
商
船
は
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商
船
は
戰
後
賠
償
な
く
し
て
還
付
せ

&

る
可
し
。其
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檢
所
に
於
け
蟲
船
智
I

.

第
十」

〒

.

二
六 

期
間
、該
船
の
.所
有
權
は
本
來
の
所
有
者
ょ
ゲ
英
國
に
移

b

M

.に
戰
後
に

M

&
て
本

*

の
所

'€

該
船
が
其
^
留
中
喪
失
す
な

こ
ヾ

」

6

る
も

英
.國は 

可
し
。之
を
智
利
號
に
照
す
に
其
拿
棚
の
際
、該
船
は 

捕
は
合
法
な

6

。依
て

31

に

何

等

か

の

|

令?>
る
ま 

た
し

」

ど
。最
後
に

f 

I

f

ミ
ユ
ー
ベ
工
グ
ア
ン
ス 

の
檢
定
を
與
へ
た
る
こ

W
.、

本
篇
の
.最
初
杞
記
し

I t は

翁
に
復
歸
す
る
の
意
に

'
非
ず
。故
に
例
へ
ば 

其
喪
失
に
對
し
責
任
を
負
ふ
こ
ビ
な
か
る 

敵
國
に
厕
す
る
も
の
な

6

し
を
以
て
、其
拿 

で
該
船
を
»
留
す
る
の
檢
定
を
與
へ
ら
れ 

檢
事
總
長
の
言
を
悉
く
鈉

れ
、智

利
號
抑
留 

る
所
の
如
し
。
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.
智
利
號
事

.件
の
審
檢
に
關
し
、次
に
生
じ
れ
る
問
題
は
、

a

國
人
は
英
國
補
獲
審
檢
所
に
出
廷 

す
る

.こ
ビ

を
得
る
や
否
や
に
在
り
砘
題
は
智
利
號
所
有
苕
の
代
理
人
が
、法
廷
に
出
頭
す
る
こ 

$

を
得
る
や
否
や
に
就

.
て
生
じ
た

{
。依
て
右
代
理
入
、裁
剑
長
サ
，丨、サ
ミ
ユ
ー
べ
エ
グ
ァ
ン
ス 

及
び
檢
事
總
長
ナ
ー
、ジ
ョ
ン
、サ
ィ

モ

V

の
間
に
交
換
せ
ら
れ
作
る
.問
答
ょ

6

記
述
す
可
し
： 

智
利
擁

所
_有
*
の
代
理
人
は

m 
く〖

智
利
號
の
所
有

者
：：

及
び
其

他
同

船
の
利
害

»

係

A

に
»
 

す
^
る
公
吿
は
，所
來
衮
及
び
利
害
關
係
人
の
出
延
を
命
ず
る

.?
>
'
'のな

.る
を
以
て
、！

^

船
，の
.所
有
者

は

•：
該

公

吿
に
.基
き

出
廷
し

た
る

.

も
の

な
ん
而
し
て

同
船
は
英
獨
の

間

に.宣
戰

あ
$.し

if
、力

丨 

デ

フ
港
に
在

夂
し
が
、其
出

锥

に
' 先

ち
®

獲
物
ビ
し
，て
傘
柿
せ

ら
»

た
る
も
の

.

K
依

て

同
船 

の
沒
收
は
平
和
無
障
碍
の
通
商
に
危
害
を
及
ぼ
す
も
の
に
し
で
、海
牙
條
約
第
六
號
の
規
定
に 

反
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、替
利
號
は
當
然
放
還
せ
ら
な

.可
き
も
の
な

P
O
0

^
ざ
れ
ば
同
欉
の 

理
由
に
依

&
、智
利
號
は
交
戰
の
繼
續
中
、抑
留
せ
ら
る

>
も
、戰
後
還
付
せ
ら
る
可
き
も
の
な
ん
し 

裁
剑
畏
日
く

『

智
利
號
所
有
潜
に
し
て
獨
逸
帝
國

E

民
な

b

ど
せ

^

其
人
は
當
法
廷
に
出

' ® 

す
る

の
權
利

な
し

O
J

代
理
人
日
く

n

九
〇
七
年
第
二
囘
海
牙
平
和
會
議
の
條
約
第

㈣

號
陸
戰
の
法
規
慣
例
に
關 

す
る
條
約
第
二
十
三
條
チ
號
は
、對
手
當
事
國
々
芪
の
權

㈣
.

及
び
訢
權
の
消
滅
停
±
又
は
裁
判 

上
不
受
理
を
宣
言
す
る
こ

^

を
禁
ず
る
が
故
に
、双
寄
潘
に
出
廷
を
許
さ

る

可
き
も
の
な
る
こ 

ビ
一
層
明

&

に
し
て
、是
れ
又
自
然
の
正
理
に
合
す
る
も
の
？
云
ふ
可
し
。然
か
の
み
な

&,
す
、
1 

九

T

四
年

.の
補
濺
審
檢
令
に
據
る
も
敵
國
外
人
も
捕
獲

®

檢
所
に
出
廷
す
る
こ

V」

を
得
べ
く
、
 

敵
國
外
人
は
勅
令
又
は
國
際
法
に
據
办
、自
己
の
財
産
が

.
捕
獲

' を
‘免
か
る
可
き
も
の
な
る
：こ
ヾ

」 

を
說
明
す
な
爲
め
、此

-法
廷
に
出
頭
す
る
こ
ど
を

#

'べ
.
き
も
；
0

な
.
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二

八

，

裁
例
長
，日
く

「
一

七
九

.九
年
の
ぼ

0
<
號̂
事
件
に

'關
す
る
刿

_決
：例
に
據
れ
ば
、殆
ざ
可

1

の
國
の

. 

法
制
に
徵
す
る
も
、敵
國
外
人
た
る
性
質
に
は
訴
訟
無
能
カ
を
伴
ふ
も
の
に
し

T

、r r
K

H

M

@

を

中
止
せ

ら
る
、
も
の
な

i

此

原
則
は
英
國

法
廷
に
も

適
用
せ
ら
る

可
き

も
の
に
し
て

、
5
も 

敵
國

[5
民
た
る

.

も
の

«

、或
特
定
の
事
情
に
依

\

敵
た
る
性
質
を
臨
時
喪
失
す

.

る
場
合

(

列
へ
ず 

辑
使
、俘
捞
交
換
、通
行
雜
携
帶
等
臨
時
平
和
關
係
に
在
る
も
の
、
場
合

)

を

除
く

の

外
、英
國
怯

廷 

に
出
訴
す
る
を
得
ざ
る
も
の
な
る
が
故
杞
'敵
國
外
人
が
斯
る
國
際
法
の
間
題
を
論
議
す
る
爲 

め
R

r

法
廷
に
出

® *
す
る
の

權
利
を
有
せ

ざ
る
も
の
な
る

こ

ヾ

」

明
&

な

檢
事

M

長
日
く

「

所
有
者
代

'®
人
の
出
廷
請
求
供
述
書
の
記
載
全
く
不
明
瞭
な
れ
ば
、試
に
此 

理
®

に
依
り
智
利
號
所
有
潜
は
出
廷
す
る
を
得
ざ
る
も
の

S

決
定
す
る
に
业
め
、双
こ
敵
國
ル 

ノ
の

H

廷

把

ネ

.
如

に

隣

す

る.

般
的
問
題
に
就
て
は
他
日
該
問
題
の
正
式
に
法
娃
に
生
じ 

る
時
機
ま
で
、考
察
を
歡
る
こ
ど
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し
、今
は
輕

♦

の
論
結
を
避
く
る
こ
ビ
こ
そ
望
ま
し
け

.れ/

 

依
て
最
後
に
裁
判
長
は
檢
定
し
て
日
く

「

智
利
錦
の
利
窖

_

係
入
に

對

す

る
公
吿

は
、
檢
察
長 

官

R

依
ぅ
て
適
法
に
■發
布
廣
吿
せ

&

れ
た
る
其
廣
吿
に
；摩
じ
、敵
船
所
有
潜
の
代
理
人
な
る
も 

の
當
法
廷
に
出
頒
し
た
れ
と
も
、假
に
出
娃
の
權
利

?>
6

マ
し
す
る
.
も
、事
件
の

*

理
上
^

代

理
人
.

.
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-

.

.

.

.

.

.

-

'

■' 

:
.
.*
,-,
'ぃ'
-
,
.
,
'

1'
.
.
.
、ぃ
'
.
.

.

の
.：意「

見
，含

.徵
す
る
の
必

•喪
を
認
め
ず
。尤
も
本
宮

.の
職
寶
上

r

該
敵
船
所
苻
潘
出
廷
權
有
無
.に
 

關
す
る
間
題
を

1

,

1提
起
し

^

れ
ど
も
、撿
事
總
長
の

■意
見

R

從
.ひ
、
^

く
該
問
題
は
不
解
決
の

. 

儘
に
存
す
可
し

。

jI 

一 

，
. 

. 

，

關
戰
が
交
戰
國
栩
互
の
人
民
の
權
利
に
及
ぼ
す
效
果
に
就

て

、

^

米
の
學
說
惯
例

ど

大
陸
の 

學
說
惯
例

€

は
全
く
相
反
す
る
原
則
に
據
れ
ち
即
ち
英
米
の
學
說
憤
例
は
原
則

S

し
て
開

S
 

に
依
-̂
交
戰
國
人
段
間
の
商
賣
取
引
を
中
止
し

^

戰
0

一
 

方
の
人
挺
は
他
方
に
て
訴

0

能

力 

を
喪
失
し
又
は
中
止
す
る
も
の
マ

」

爲
す
に
反
し
、大
陸
の
學
說
償
例
は
'原
則
ビ
し
て
は
戰
爭
を 

以
て
國
家
間
の
：非
常
狀
態

ど

し
、隨
て

或
特
定

の
場
合
を
除
く
の
外
、交
戰
國
人
民
の
權
利
に
何 

等
の
效
果
を
及
ぼ
す
も
の
ド
非
す
‘ざ
認
む
る
も
の
及
ぅ
。智
利
雜
の
審
檢

R

際
し
'同
船
所
有
者 

の
代
理
人
が
出
廷
の
權
利
を
主
張
甘
る

.
に對し、
審檢所が其出廷の理由を不明なし
 

て、敵
國
外
人
の
法
廷
出
頭
を
拒
絕
し
た

6

し
は
、全
く
英
米
古
來
の
主
義
を
蹈
襲
し
た

る

u

外 

な
&

ず
鍊
れ

.ど
も
玆
に

.
問
題
た
る
は
前
記
代
理
人
の
援
用
し
れ
る
障
戰
の
.法
規
慣
例
に
關
す 

る
條
約
第
ニ
十
三
條
チ
驄
の
規
定

_是
れ
な

6
。
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H

0

.

同
號
は
明
に
敵
國
人

^

訴

.*
の
消
滅
、停
丘
、又
は
裁
到
上
不
受
理
を
禁
ず
る
も
の
な

3
。*
し

て
然

&

ば
、英
國
も
茆
こ
の
條
項
に
基
き
、其
古
來
の
慣
例
.た
る
敵
國
人
の

»
.訟
能
力

•喪
失
又

i
 

'

中
儿
を
廢
棄
し
原
被
贫
ミ
し
て
英
國
法
廷
に
出
頭
す
る
の
權
利
を
敵
國
人
^
認
む
可
き
箬
な

h
、然
る
を
現
戰
爭
に
於
て
も
、英
國
法
廷
が
尙
ほ
之
に
就
て
疑
を
存
す
る
は
如
可
此

.一

點
.こそ

前
記
チ
猇
の
適
用
範
圆
に
關
す

.る
英
米
の
解
释

S

觸
怫
の
解
釋
ミ
の
岐
る
、
結
ぶ
に

1

な
、ら

ず
。即
ち
獅
怫
は
此
規
定
を
以
て

.一
般
に
適
用
せ
も
る
、
も
の

V
J

爲
.す
に
反
し
、

英
こ

4

の
.占
領
地

R

於
て
の
み
適
用
せ
ら
る
、
も
の

.

V
J

解
せ
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條
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條
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九
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約
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改
芷
し
た
る
一
九
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七
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の
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條
約
も
、亦
戰
場
に
於
け
る
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三ニ

軍
司
令
官
及

.び
其
下

^

Q
權
カ
に

|
定
の

.合
理
適
宜
な
る
制
限

^

加

ふ

る

の

目

的

に

外

'
な
ら 

ざ

れ

ば

.第
二
一
 

十
三
條
は
當
然
こ
の
意
味
に
於
て
解
す
可
き
も
の
な
り
ど
の
意
を
述
ベ
化

4
0
,

ス
ぺ
ー
ト
の

「
陸
戰

法
論

」

に
も
略
ぼ
同
樣
の
趣
意
を
記
し
た
上
ぼ
，

1
4
0
-
1
4
2
)

尤
も
英
掘
の
學
、者
巾
、右
の
解
释
に
反
す
る
の
見
界
を
有
す
る
も
の
な
き
に
非
た
卩
ク
レ
ン 

ス
の
如
き
即
ち
是
れ
な

A
c ロ
ク

>

ン
ス
は
其
名
著

「

國
際
法
原
理

」

第
四
版
に
於
て
、前
記
ホ
ー
ラ 

ン
ド
及
び
デ
ー
グ
ィ
ス
が
、第
ニ
+
三
條
チ
號
の
適
用
範
圍
を

¥

に
侵
入
跟
の
占
領
地
に
の
み 

限 

b 
た
る
に

.
反
對
し

T,T
h
e
r
e

 

c
a
n

 

b
e

 
little 

d
o
u
b
t
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h
o
w
e
v
e
r
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that 

t
h
e
y

 

w
e
r
e

 

i
n
t
s
d
e
d

 

to 

h
a
v
e

 

a

 

different 

a
n
d

 

far w
i
d
e
r

 

application. 

^
明
言
し
、且
つ
此
解
釋
の
正
し
き
を
證
明
す
る
爲
め
に
、»
牙 

.
會
議
の
饑
事
錄
中
の
事
實
を
引
用
し
た
ぅ
。即

ち

.一
九
〇
七
年
七
月
.三

0

の

第

一

一

委

員

歆

の

.
第 

1

小
委
員
會
に
て
、委
員
長
が
、獨
逸
委
員
ギ
ョ
ッ
ペ
ル
ト
に
、其
提
案
に
係
る
チ
號
の
說
明
を
求 

め
た
る
に
、獨
逸
委
員
は
、之
に
依
て
交
戰
國
の

|

方
が
、戰
時
敵
國
人
说
に
對
し
、裁
判
所
に
於
け 

る
契
約
義
務
違
反
の
普
通
の
救
濟
を
拒
絕
す
る
も
の
あ
る
を
禁
业
せ
ん
ビ
す
る
目
的
な

.
る
_
 

を
答
辯
し
た

6

。即
ち
之
に
依
で
戰
時
敵
國
人
民
，に對
し
，法
廷
に
出
頭
す
る
の
權
利
を
拒
絕
す 

る
古

*
'

の
規
定
を
廢
せ
ん
こ

V
J'

を
期
し
た

る
.
.

に
外
な

&
 

但

't
當
時
海
牙
會
議
は
、此
變
化

@0
,

大
な
る
を
果

'し
て
自

，.覺
し
な
：が
ら
、兹

R

出
で
た
る
も
の
な

^N

や
否
や
疑
は

.し

.ビ

0

も
、英
米 

國
ビ
も
、險

«

の
法
魏
慣
例
に
關
す
る
條
約
に
署
名
枇
准
し

^i

規
定
：を
承
認
し
た
る
以
上
は

^
 

獨
逸
の
提
案
に
同
意
し
た
る
美
務
を
履
行
す
る
爲
め
に
、國
內
の
法
律
を
新
に
す
る
の
必
要

6 

る
可
し
ど
て
、ロ
ク
レ
ン
ス
は
白
忾
第

.一.一
十
コ
ー
條
チ
號
の
適
用
を
廣
_

に
解
释
し
た 

3
5
1
6
。
) 

'
 

.

,

0

に
獨
逸
の

a

書
に
徵
す
る
も
时
に
獨
逸
.提
案
の
意
思
を
推
測
し
得
ベ
し

1|
[

1ち
臼
書
の

^
 

言
に
日
く

「

此
規
定
に
依
て
.司
法
部
に
於
け
る
不
可

«

の
原
則
を
.認
め
ら
る
、
に
至
れ
り
。蓋
し 

或
國
の
立
法
に
從
へ
ば
、

®

爭
の
結
果
、敵
國
人
段

R

對
.す
る
國
家
叉
は
入
说
の
請
漱
權
が
祯

M

、
 

停
止
又
は
裁
刿
上

.不
受
理

.を
宣
言
せ
&
る

 

> 

こ
ビ

6
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し
が
»
る
立
法
の
規
定
は
、
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後
第
一
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十

H-
條
チ
號
に
依
て
.無
效
に
歸
す
可
き
も
の
な
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ど
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w
d
s
s
b
u
c
h
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之
を
海
牙
會
議
の
議
事
に
徵
す
る
も
，又
右
二
十
三
倐
の
規
定
の
一
般
的
な
る

.に
徵
す
る
も
、
 

同
修
チ
號
を

‘英
米
普

®
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解
釋
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如
く
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義
に
解
す
る
の
不
當
な
る
は

®
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&
 く
公
平
な
る
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三
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1
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樣
に
認
ひ
る
所
な

’
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可
し
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し
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然
ら
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國
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ほ
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古
來
の
主
義
を
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守
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、條
約
代
鐵
反
し
ね
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行
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ぅ
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^
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す
る
に
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會
議
に
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魏
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S I
練
檢
所1 ;
け
る
獨•船
'智

利

號
.
猶
十
ー
號

」

三
四

て
右
第
二
十
ニ
一
條
チ
號
提
案
に
際
し
、英
米
委
員
ょ
办
何
等
の
反
對
を
試

.み
る
も
の
，な
く
、全
然 

無
討
論
に
て
通
過
成
立
じ
れ
る
の
事
實
に
鑑
み
る
ビ
き
は
、英
米
兩
國
の
委
員
は
、事
の

*

初

よ 

ぅ
之
を
狭
義
に
称
込
み
、獨
逸
提
案
の
意
思
を
誤
，解
し
、輕
々
に
該
提
案
に
同
意
し
た
.る
も
の
な 

る
可
く
、英
米

^

獨
逸
マ

J

の
間
に
考
違
ひ
を
爲
し
た
る
結
果
、後
日
に
至

6

て
斯
る
解
释
の
相
違 

を
來
た
し
た
る
も
の

^

推
測
せ
ら
る
、
に
就
て
は
、今
日
英
國
の
狹
義
の
解
釋
に
對
し
て
、條
約 

11
1
1解
の
非
難
を
加
ふ
る
は
、

_

か
苛
酷
な
る
や
も
知
る
可
か
ら
ず
。蓋
し
英
米
委
員
に
し
て
、若
し 

獨
逸
提
案
の
當
時
、廣
義
の
適
用
ゎ
る
も
の
ど
了
解
し
た
ぅ
し
な
ら
ん
に
は
、必
ず
や
典
在
來
の 

主
義
を
執
り
て
、飽
ま
で
論
爭
反
對
し
た
る
こ
ど
、
察
せ
ら
る

、

に
«

際
に
無
反
對
に
て

i

s
 

し
れ
る
の
事
實
は
、確
に
英
米
委
員
に
誤
解
？

>.
$

し
を
證
す
る
も
の
ヾ
し
云
ふ
可
し
。故

R

此
點
ー
は
：
 

他
日
第
三
囘
海
牙
平
和
會

_

の
開
催
せ
ら
る
、
時
機
に
、適
當
の
改
並
を
加
へ
ら
る
、

^

で
は
、
 

今
日
の

®

に
解

'釋
を
兩
樣
に
し
て
存
續
す
る
の
外
な
か
る
可
し
。
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最
後
仗
、裁
判
長
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ー
、ナ

.ミ
ユ
！

ル
、チ
グ
ァ
ン
ス
は
、昝
利
號
の
檢
定
に
於
て
は
、敵
國
外
人
"の 

出
廷
權
に

'就
て
、其
解
決
を
與
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る

こ

を

f

に
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し

が

、
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广こ

此

判

決

た

る

、

^
名

な

る

前

記

フ

ー

プ

事

件

の
剑

涞

に

於

て

、敵

國

外

人
は
所
謂

persona 

standi 

in j
u
d
i
d
s
o

を

^

せ

ざ

る

も
の

V
J

せ

ら

れ

る

R

比
す

る

ビ

き

は

、

非
常

な

る

寬

容
の
處

M
5

:>
;

は

ざ
 

る

可
か
ら
ず
。而

し

て

裁
剑
長
が
此
英
斷

を

敢

て

し

た

る

は
、昨
年
の
捕
獲
辎
檢
令
に
依

h

裁
判 

長
の
«
權
を
以

て
、
之
を

賦

み

た

る

に
外

な

ら

ず
。即

ち

サ

ー
、
ナミ

ユ
ー
，
の
刿
決
文
中
に
日
、く 
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三〕

に
就
て
蹈

,

せ
ら
れ
た

V

。即
ち
テ
ー
、ナ
ミ
ユ
ー
ベ
工
グ
ァ
ン
ス 

に
依
て
创
始
せ
ら
れ
れ
る
此
新
例
は
夥
し
く
穸
年
來
の
惯
例
を

®

か
し
、將
來
に
向
て
新
な
る 

W

發
點
を

®

す
る
も
の

:̂
^

ふ
可
し
。
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前
跳
本
線
末
文

「

同
第
二
條

」
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同
鹅H
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第
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條」
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'
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H
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の
誤

マ
ス

®
マ
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と
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の

時

代

5

3

高橋誠

一
.

郞

,

穴

來
印
度
へ
の
航
海
は
著
し
く
國
內

困
な
る
幾
爹
棼
婦
»
兒
の
類
を
し
て 

は
年
々
東
印
度
に
向

'つ
て
拔

I
I

す
る 

，に、且
つ
該
贸
易
は
痛
く
他
の
方
而
に 

を
m

生
し

/つ
、

?>
る
に
拘
ら

t'
、m

印 

結
果
を
激
す
と
な
く
、加
ふ
る
に
國
家 

刹
益
を
些
か
も

^

る
こ

ノ
レ
能
は
ず

€ 

g
u
n

が
顺
次
に
答
へ
ん
ど

.

g

み
た
る 

傲
九
卷

(
一
H

四
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1マ
の
食
料
品
を
費
消
し
、吾
が
海
員
の
數
を
減
少
せ
し
め
貧 

無
吿
の
狀
態
に
陷

&

し
む
る
の
み
な
、

b

ず
、數
穸
の
船
舶 

も
、然
も
入
は
彼
等
が
恙
な
く
歸
ま
し
來
る
を
見
る
と
稀 

於
け
る
吾
が
質
易
及
び
海
運
を
破
鐵
し
、わ
&
ゆ
る
凶
殃 

度
贸
易
ほ
彼
等
冒
險
商
人
に
取
り
て
は
蕺
も
有
利
な
る 

は
從
前
に
比
し
香
料
及
び
藍
の
®
格
下
落
を
生
ず
る
の 

は
蓋
し
朿
印
度
會
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R

對
す
る
第
三
の
攻
龌
に
し
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所
の
も
の
な
ぅ
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